
学び続材る子どもの膏戚け年次）の成果と課題

i 学び続ける子どもの育成を屈指して

学ぶことはラ生きるために必要かっ基本的な活動の一つであるといえる。学ぶことは，年齢を問

わないし〉ヒト以外の動物全般でもみられることである。例えば？乳児であっても，次第に「寝返

りJから「はいはしリラ lつかまり立ち」などの仕方を学んでい〈し，動物であっても匂訓練すれば

盲導犬のようにかなりの能ノちをもつことができるn

動物は生得的に学ぶことができることを能力として備えているがラヒトの学びと動物の学びは大

きな違いがあるように思える。それはヲヒトは学ぶことの楽しさを知っており，知的好奇心にあふ

れているという点である。自ら，知ろう，学ぼうとする力を備えているのである。ヒトは本来学び

に対する「内発的動機づけJが高いということができる。イノレカショーでヲイルカがみせてくれる

芸は大変素晴らしいものであるが勾イルカ自身はヲ次はこうレ、った芸争憶えたいなどと思っている

のだろうか

動物の訓練とヒトの学びはヲ学びの質が大きく異ーなるのである。動物の司ii続では，報酬や賞罰の

効果を巧みに使っていくことも多い。とのような動機づけは l外発的動機づけ iと呼ばれ3 もちろ

ん，／トさい子どもにはこのような方法を使うことも島る。

しかしフ人間の子どもはうどんなに小さくても，これができるようになりたいとかラこれについ

てわかるようになりたいと心の奥底から思っている。内発的動機づけが高いことは，他の動物と大

きく異なると考えられる。最初はラ真似ごとかもしれないがラそれが大事である。大人のやってい

ることヲ｛3'"1Jえば，手づかみでしか食べられない子どもが？大人のやっているように，スプーンを使っ

て食ベたいと思って真，似て勺だんだんうまぐっかめるようになってくる。このような繰り返しで

いろいろな能力を身につけていくことができる。このような理論を「モデ ljングj の理論という。

学ぶことはヲ学校で学習する教科の内容だけに限ったものではない。親子の間でう友だちとかか

わり合う中でヲ社会と接するととなど，生きていく中で，常に学びの場面に固まれている。ありと

あらゆる場面が，人聞にとって学びの場面であるととを，われわれは意識する必要がある。学校な

どでのカリキコラムに基づいた学びを「フォーマルな学びJ＇それ以外のさまざまな場面での学び

を「インフォーマルな学び」と Lて区別することもある。

しかしy 現実的にはヲ学級の中に，挙ぶ意欲がなさそうに見える子どももいる。とれは一体どう

いうことであろうか。それはラ子どもたちの学ひ、が，ブオーマルな学びのベクトバノとマッチする子

どもたちもいればヲそうでない子どもたちもいるからではないだろうか。ここで気を付けたいこと

は句学校の授業の内容に対する興味＠関心がみられないカλらといって司その二乙どもは知的好奇心が

ないわけではないということである。われわれに見えないだりーであうて‘ある方向を向いたとても

大きなベクトノしをもっているかもしれないのである。ただしヲ子どもによっては今ある狭い領域に

ついては深い知識を持っているカもしれないが，新たな領域へ興味を広げることが十分でなu、こど

もありうる。ここに学校教育に呆たす重要な役割があると考えられる。教師j，子供たちどう

保護者，地域の人間などラ多くの人間がかかわり合い、いろいろな顎域にわたって学習すること

でち興味を新たな領域へと広げ《新たな可能性を開拓で古るかもしれ沿い。

その／ためにq 保育・教科寸！？は舟階方的市「間帯」や「課題iをたう必要がある。そのピントは

しろフォーマんでなレs学びの場面にあるかもしれなLへそういった学びの場面の中からフ 子どもた

ちひ~りひとりがもっ「問しリからラフォーマノレな学びの場一面での「問い」として焦点化していく

プロヤスが重要になると考えられる。そのためにわれノわれがで送る授業中の具体的な手立てがフぜて

期学習指遵要領でもi主Eされている 1問題解決学習Jや「プロジェタ｝学習」などをはじめとす一る

「アクティブ・ラーニング」である。
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2固本年壌の戚果

本年度はヲまずラ各保育 e 教科でヲ「一人一人が向いをもち追求する姿」とはどのようなものか

を議論した。このような議論の中からヲ保育や各教科の特性の彰響も無視できないことが見えてき

た。例えばラ保育や生活科の研究成果からヲ一人一人が間いをもっ前段階として？一人一人が願い

もつことの重要性がみえてきた。これはヲ外的な報酬によらずとも学ぶ意欲が高い状態ヲすなわ

ち内発的に動機づけられた状態ということができるであろう。この内発的動機づけがヲ学び続ける

ことの原動力になりうる。

(1：に，問いをもち追求するためにはヲ以下の4つのことがみえてきた。

］つ目はq メタ認知（モニタリング）が適切にできることの重要さである。メタ認知とは，例え

ば「目標に向かつて今自分はどの段階にいるのか」ヲ「自分が何がわかっていて，何がわからないの

か」などを適切に判断できることである。メタ認知がうまくいくためにはラ適切な振り返り活動が

欠かせない。このことは国語科や図画工作 e 美術科の研究成果からもうかがえる。学び続けること

に大きくかかわる学習理論として「自己調整学習」の理論があるがヲこの理論では，内発的動機づ

けやメタ認知の重要性が指摘されている。

2つ自はヲ的確に子どもたちをゆさぶることによってヲ解決すべき問いが浮きぼりになること

は，理科の研究成果から報告されている。自分たちの身の回りから「問い」を発見することは重要

な力のひとつであるが9 授業の中で多くの子どもたちに「聞い」として認識するための有効な手段

となりうる。

3つ日はヲ子どもたちがもっ「問い」の種類にも複数ありうることである。代表的なものとして

「どのようにしたら良いのか？」（How）という問いと，「なぜ？」（Why）という間いがある。前

者は，音楽科ヲ保健＠体育科で，後者は社会科ヲ算数＠数学科で指導提案を行った。

4つ自は9 学んだことをいかそうとする力も重要であることである。これは号外国語活動・英語

科をはじめいくつかの保育。教科の成果からもいえる。学んだことを他の文脈にもいかそうとする

ことを「学習の転移Jというがヲこれはヲ学校教育での究極の目標であるとい vつでもよい。そのい

かすべき文脈というのはヲこれから子どもたちが生きていく社会に他ならない。したがってヲその

文脈はリアルである9 つまり「真正牲」が高い必要があろう。どの保育。教科も先に述べた問題

解決型の授業にすることができたと考えられるが，特に9 技術・家庭科ではヲ身の回りの問題を題

材としてとりあげたことから真正性が高い指導提案ができたのではないかと考えられる。このよう

な取り組みは，最終的に，教科の知識に結び付けらj〆しることによって，その教科の学習への内発的

動機づけが高まると考えられる。

3樋 Z更年度へ向けての課題

「学び続ける子どもの育成」というテーマを掲げた 1年呂であったがラ以とに示じたように，

効な成果を得られたと考えられる。しかしながら，各保育。教科とも試行錯誤の段階でありヲ断片

な状態である。今後ヲ附属学校圏全体の研究として可発達段階や教科の特性などもふまえた枠組

を作成し，同時にその成果を適切な方法で評価をしていく必要があると考えられる。これによ

りq より精搬な学び続ける子どもたちを育成するための理論を構築していくことが可、能になると思

われる。

ま？とヲ関連する学習の理論や方法として，協調（協同）

考力の育成など， 21世紀を生き抜く

と考えられる。

に注目されている能力との関連も研究していく ある

（文責：島根大学教育学部附属学校l璽主事ラ御園 真史）
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おわり dヲP

平成26年11月，文部科学省から中央教育審議会に対してヲ学習指導要韻の全面改訂に向けてa

「育成すべき資質 能力」に基づ、く教育課程改革が諮問されましたc 「伺を教えるか」から「何がで

守り吋るかJ.~と重点、が移っていますっ諮問の理由説明ではラ「新 Lい時代を生きる上で必
安 1J'：資質＠能力を確実に育んでいく」ためにヲ未来に向けて指導要領の改善を図ることを求めてい
ます。

またヲ一国立教育政策研究所によるとヲ OECDのキーコンピデンシーやラ回世紀型スキノレ」など

コンヒァンシーに基づく教育課程改革は世界的潮流であり，各国で見直しが進んでいるといいま

す。国立教育政策研究所も「21世紀型能力！としてラ基礎力＠思考力 a 実関力の三層構造にまとめ

られる資質 能力が有機的に働いて「生きる力」が育ノ戒されるということを提案しています。

いずれち「ある事柄に関する知識の伝達崎らずq 学ぶことと社会とのつながりをより意識し

た教育を行いヲ子どもたちがそうし〆た教育のブ。ロセスを通じてラ基礎的な知識 技能を習得すると

共仏実社会や実生活の中でそれらを活用しながらラ自ら課題を発見しその解決に向けて主体

的イ制動的に探求し，学びの成果等を表現L，さらに実践に生かしていけるようにすることが重要

であるという視点」（諮問）では共通しています。グローパルイヒや情報化が進む21世紀には知識

をたくさん覚えることよりもヲ知識を使って異質な他者と協働して新たな価値を生み出すことの方

が重要だ，という考え方が背景にあります。

A一方ヲヰ；学校園では，平成20年度から25年度までの 6年間，教育研究の主テーマに「豊かな『学

ひ』をつくる子どもの育成」を掲げ，「思考力・判断力 表現力の育成をめざした実践研究に取り

組んできました。その研究の成果を踏まえヲ本年度から「学び続ける子どもの育成」を研究テーマ

に「一人一人が間いをもち追求する姿Jをめざす子どもの姿とする研究がスタートしました 末

年度はラ各保育 教科における「一人一人が問いをもち追求する姿J とはど、のようなものかミ入請

してきました。そしてヲ各保育 教科で考える「一人一人が問いをもち追求する姿」と学習内五；

のかかわりを明確にしながら実践を行ってきました。

本年度の研究実践から，子どもたちがもっ「問い」に対するとらえ方も教科の特性があり，「Y

のようにしたら良いのか」という問いとラ「なぜ」という間いがあることも明らかになりました

でうした特性を踏まえ9 どの保育 教科でもラ子どもたちが学んだことをいかそ Jうとする工夫がj
れており，問題解決型の授業にすることができたと思います。

またヲ発達段階によりう一人一人が間いをもち『追求する姿が現れるためにはa 子どもの中に

発的な動機づけと共に， どのような学びを子どもたちにもたらしたいのかを明確にしてしもくこと

とても重要でありラ日々の授業で教科内容の指導と共にヲ「いかに学ぶのか」「なぜ学ぶのか」を考

えさせる保育＠授業を；阜究することができたのではないかと考えます。

も、本年度の成果と課題をもとにヲ「学び続ける子どもの育成」の理論研究を深めラ前述し

まLた次期学習指導要領の改訂に向けて求められている新しい時代を生きる上で必要な由 能力

・研究につなげていきたいと患います。また9 本附j嵩学校間の研究はq 教育学部教員と

の共同研究として位置づいており，今後もより質の高い研究をめざしたいと思しもま zn 

になりましたが9 本附属学校園の研究実践に対しまレ乙県市教育委員会関係者の先生

いただきま Lたc 心より厚ぐお干し申し上げます。今後とに人

の研究・実践に対しまして，多くの先生方の暖かい亡理解とご、批正をいただきます之
うぶろし〈お願い申しあげます。

平成27年 3月

学校園長 j藤英明




